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慢性複雑性尿路感 染症 に対す るAmikacinの 使用経験

逢 坂 宇 一 ・浅 井 真 ・赤 坂 俊 幸

沼 里 進 ・鈴木都美雄 ・大 堀 勉

岩手医科大学泌尿器科教室

(主任:大 堀 勉教授)

(昭和54年11月8日 受付)

慢性複雑性尿路感染症25例(男20,女5例,年 令26～83歳)に 対 してアミカシン1日400mg

(200mgず つ2回 分注)を5日 間投与し,次 のような結果を得た。

1)治 験例25例 中総合効果は著効3例,有 効14例,無 効8例 で総合有効率は68%で あった。

2)細 菌学的効果では,25例 に検出された38株 中20株 が消失し,消 失率は53%で あった。3)

Serratia marcescen3に 対する感受性テス トでは17株 中ゲソタマイシン耐性が11株(65%)で

あ ったのに対 し,ア ミカシン耐性は3株(18%)だ けであった。4)本 剤投与による副作用を検討し

た結果,本 剤1日400mgず つ5日 間の投与前後において,血 液一般,肝 機能および腎機能に異常

な変動は見られなかった。

1-緒 言

アミヵシソ(以 後AMKと 略す)は,ブ リストル万有

研究所の川口らりによって開発されたカナマイシソの誘

導体である(Fig.1)。

ゲ ンタマイシソ(以 後GMと 略す)が 以前から耐性

菌の最も少ない抗生物質の1つ として使用されてきたが,

しかし近年GM耐 性菌の出現が問題となってきている。

AMKは これらの耐性菌にすぐれた抗菌力を示し1～3),慢

性複雑性尿路感染症にも有効性が指摘されている4・5)Q

今回われわれは本剤を使用して慢性複雑性尿路感染症

を治療する機会を得たので,そ の結果を報告する。

2.対 象

昭和53年4月 から同年8月 までの岩手医科大学泌尿器

科の入院患者のうち,尿 路に何らかの基礎疾患を有する

いわゆる複雑性尿路感染症28例 を対象とした。この う

ち3例 は投与方法のミスにより脱落とし,26歳 ～83歳 の

男子20例,女 子5例 の計25例 について検討を行った。

Fig. 1 Structural formula of AMK

内訳はTable1の とお り,慢 性膀胱炎14例,慢 性腎

孟炎8例,慢 性腎孟膀胱炎3例 で,基 礎疾患として前立

腺癌6例,前 立腺肥大症6例,膀 胱腫瘍3例,尿 路結石

症2例,先 天性水腎症2例,尿 管膣痩,神 経因性膀胱,

尿道狭窄,膀 胱憩室,遊 走腎および直腸癌が各1例 であ

った。

3.投 与 方 法

AMK1日400mgを1回200mgま で朝 ・夕にわけ

て筋注 した。投与期間はUTI薬 効評価基準(昭 和53年

6月16日 改正)に 準じて5日 間とした。

4.効 果判定法

薬剤投与後の効果判定は上記のUTI薬 効評価基準に

準 じて,膿 尿 ・細菌尿を指標とした。

5.臨 床 成 績

臨床成績はTable1に 示 したとおりである。

i)総 合臨床効果

総合臨床効果はTable1,2に 示 したとおり,著 効3

例(12%),有 効14例(56%),無 効8例(32%)で,

著効,有 効を合わせた総合有効率は68%(25例 中17例)

を示 した。

また疾患別病態群別による群別総合有効率および群構

成率はTable3の とおりである。なお感染症の病態およ、

び主な感染部位 により1～6群 に群別した。単独感染

は1群 カテーテル留置症例,2群 前立腺術後感染症,3

群 その他の上部尿路感染症および4群 その他の下部尿路

感染症である。混合感染は5群 がカテーテル留置症例,

6群 は非留置症例である。単独感染 の有効率は77%,
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Table 2 Overall clinical efficacy of AMK

Table 3 Overall clinical efficacy of AMK classified by type of infection

混合感染では58%を 示 した。カテーテル留置の有無別

にみると,単 独感染が1群 は67%,2,3群 では100%

Table 4 Bacteriological response to AMK

を示 した。混合感染では5群 が33%,6群 は83%の 有

効率であった。

ii)細 菌学的効果

尿培養にてAMK投 与前に分離された菌および株数は

Table 4に 示す とおりである。 細菌学的効果 では53%

の消失率を示 した。S.marcescensの 消失率は35%で,

他 の菌に比べて低率であったが,Table 5に 示 した よう

Table 5 Sensitivity of AMK and GM to S. mar-

cescens

(disk 3 conc.)
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Table 6 Laboratory findings before and after AMK administration

に3濃 度ディスク法に よ るS.marce3censに 対 す る

AMKとGMの 感受性テス ト(廾 ～卅 をsensitive,

-～+をresistant)で は,17株 中GM耐 性は11株

(65%)で あったのに対し,AMKは 耐性が3株(ユ8%)

だけであった。そしてGM耐 性株中9株 はAMKに 感

受性を示 していた。この9株 中本剤投与後にS.marces-

oensの 減少および陰性化をみたものは6株 で 残 りの3

株 は不変であった。

iii)副 作用

血液一般,GOT,GPT,A1-P,LDH,BUNお よび血

清クレアチニンの臨床検査所見について本剤投与後に比

較しTable6に その結果を示 した。これらの検査から

AMK投 与 によると思われる明らかな異常は認められな

かった。症例14に おいてGOT,GPT,A1-p,LDHの

上昇がみられるが,前 立腺癌による他臓器転移が投与前

から認められていた例である。また自覚症状においても

25例 全例に異常を訴えるものは認められなかった。

6.考 按

尿路に基礎疾患を有す る複雑性尿路感染症 に対 す る

AMK投 与成績については,す でに諸家4,5)が報告して

いるとお り,従 来から広く用いられてきたGMと 同様

かそれ以上の臨床効果を上げている。著者らの結果でも

総合臨床有効率は68%を 示 し,そ の有効性を認めた。

またGM耐 性で本剤に感受性を示す 菌の存在も多く報

告されているが2,3,6,7),S.maroeascensに 対 しても例数

は少ないが,著 者らの成績が示すとお り,AMKの 有効

性2,3)が示唆された。

副作用に関 しては6日 間の検討結果では,と くに問題

となる自覚症状および臨床検査値の異常の出現 した例は

みられなかった。AMKは ア ミノ配糖体抗生物質なので

聴毒性,腎 毒性が問題となるが,AMKは と くに聴器

腎の毒性は低いことが報告されているので7,8),注意深く

投与を行なえば安全性の高い薬剤と思われる。
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7.結 語

慢性複雑性尿路感染症28例 中脱落例3例 を除く25例

(男20,女5例,年 令26～83歳)に 対してAMK 1日

400mg(200mgず つ2回 分注)を5日 間投与し,次 の

ような結果を得た。

1)治 験例25例 中総合効果は著効3例,有 効14例,

無効8例 で総合有効率は68%で あった。

2)細 菌学的効果では,25例 に検出された38株 中20

株が消失し,消 失率は53%で あった。

3)S.marcescensに 対する感受性テス トでは17株

中GM耐 性が11株(65%)で あ ったのに対 し,AMK

耐性は3株(18%)だ けであった。

4)本 剤投与による副作用を検討した結果,本 剤1日

400mgず つ5日 間の投与前後において,血 液一般,肝

機能および腎機能に異常な変動は見られなかった。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH AMIKACIN

IN THE TREATMENT OF CHRONIC

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

UICHI OSAKA, SHIN ASAI, TOSHIYUKI AKASAKA, SUSUMU NUMASATO,

TOMIO SUZUKI and TSUTOMU OHORI

Department of Urology, School of Medicine,

Iwate Medical University, Morioka, Japan

(Director: Prof. T. OHORI)

Amikazin was administered intramuscularly to a total of 25 cases with chronic complicated urinary
tract infections in dosages of 400 mg/day for a period of 5 days.

The following results were obtained.
1. The overall effectiveness rate was 68% (excellent; 3, moderate; 14, poor; 8 cases).
2. On bacteriological response, eradicated rate was 53%.
3. In sensitivity of AMK and GM to S. marcescens of 17 strains, 11 strains were GM resistant. On

the other hand, 3 strains only were AMK resistant.
4. No side effects and laboratory findings were noticed before and after administration of amikacin.


